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1．はじめに
論文原稿は，編集可能なMS- WordファイルとPDFファイルを用意し，双方を電子メールに添付して送信にて事務局に提出してください。投稿された原稿は編集委員会による審査の上，採録が決定したものは出版社にて編集されます。校正の際は出版社から著者へ直接連絡します。原稿投稿後の内容や著者の差し替えには応じかねますので，投稿前に十分に推敲とチェックを行ってください。

2．ページ設定
2-1　余白と文字数
上下の余白は30mm，左右余白は25mm，1段組の文字数と行数は，MS-Wordの「文字数と行数を指定する」を選択し，文字数：45文字，行数：46行とする。1ページ全体を文字で埋めると45字×46行×1段=2,070字となる。
2-2　図と表
文中で図を参照する場合は，図１のように太字で表す。文末で図を参照させる場合は，次の要領で記述する（図１）。文中で表を参照する場合は，表１のように太字で表す。文末で表を参照させる場合は，次の要領で記述する（表１）。図と表のタイトルについて、図の場合は画像の下、表の場合は上に記載する。文中で文献を用いる場合は，次の要領で記述する［1］。
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自動的に生成された説明]
図１　国内のドローンビジネス市場規模       　　　　　　　　　　　図２　点検用ドローン

表１　本テンプレートで用意したスタイル図は下、表は上にタイトルを入れる

	該当箇所
	フォント種別
	サイズ

	和文タイトル
	ＭＳゴシック, Arial
	22pt

	副タイトル
	ＭＳゴシック, Arial
	18pt

	英文タイトル
	Arial
	22pt

	副タイトル
	Arial
	18pt

	著者名
	ＭＳ明朝, Times New Roman
	12pt

	所属
	ＭＳ明朝, Times New Roman
	10pt

	和文概要
	ＭＳ明朝, Times New Roman
	10pt

	Keyword
	Times New Roman
	10pt

	章タイトル
	ＭＳゴシック, Arial
	11pt

	節タイトル
	ＭＳゴシック, Arial
	11pt

	本文
	ＭＳ明朝, Times New Roman
	10pt

	図表キャプション
	ＭＳゴシック, Arial
	9pt

	図表中文字
	ＭＳ明朝, Times New Roman
	9pt

	参考文献一覧
	ＭＳ明朝, Times New Roman
	8pt

	著者略歴
	ＭＳ明朝, Times New Roman
	8pt
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文　  献
［1］ 一般社団法人日本UAS産業振興協議会：〝トコトンやさしいドローンの本-今日からモノ知りシリーズ，日刊工業新聞社，2016.
［2］ 鈴木真二：“空中ドローンと有人航空機の連携を想定した運航システムの将来動向”，計測と制御，No. 59, pp. 471‒475, 2020.
［3］ 岩田拡也：“飛行ロボット用ジェットエンジンの静音化技術開発―騒音低減法と消音機構の構造―”，ロボティクス講演会概要集，2017巻1P1-F05，2017.
［4］ https://www.jstage.jst.go.jp/article/tjam/1/1/1_2/_article/-char/ja.
［5］ PODIUM：〝PODIUM Demonstration report for VLD〟, 2019, https://www.sesarju.eu/sites/default/files/documents/
projects/783230_D1_2_PODIUM_Demonstration_Report%20（1_0）.pdf, pp.1-92.
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